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研究成果の概要（和文）： 
道路整備に関する受益・費用・負担に関する概念整理・理論サーベイ、欧米諸国の対距離課

金制度の分析の結果、短期社会的限界費用を課し続けることによって、交通需要をコントロー
ルするとともに、必要な財源を確保し、長期的に需要に合った最適な道路容量を実現できる道
路計画論を導出した。さらに、シミュレーション分析によって同計画論が実現可能で、長期的
に道路容量を最適水準に導けることを明らかにした。 
 
研究成果の概要（英文）： 

This study proposes a new road planning and financing scheme based on user-pay principle or 
short-term social marginal cost pricing by reviewing planning theories and recent practices in European 
countries. If road is congested or the capacity does not meet the transportation demand, short-term social 
marginal cost pricing not only controls the demand but also brings more revenue than the necessary fund 
to maintain and renew the existing road. Then we can increase the capacity with the fund in long term. 
This study demonstrates the effectiveness of this road planning and financing scheme through simulation 
analysis. 
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１．研究開始当初の背景 
わが国では取得段階課税、保有段階課税お

よび走行段階課税から構成される自動車関
係諸税によって道路整備の財源調達を行っ
てきた。その中でも、道路利用と強い関係の

ある走行段階課税の燃料税は、価格代替的な
機能を果たすことが期待できるため望まし
いとされ、これまでも大きな役割を果たして
きた。 
しかし、我々の過去の研究から「１）相対
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的に維持管理が重要となってきている中で、
道路損傷に応じて負担を求めるなど、「受益
者」の捉え方を変えることが求められてい
る」「２）道路費用として混雑費用、環境費
用などいわゆる社会的費用も含めた負担を
利用者に求め、交通需要を管理することも重
要になっている」「３）情報通信技術の開発
により、車両の位置情報が安価に捕捉できる
ため、場所や時間帯ごとに走行距離に応じて
課金することが可能となっている」ことが分
かっている。道路の新設が主な関心事だった
時に確立された計画制度、財源調達制度を、
よって立つべき原則、理論を確認しながら、
新しい情報通信技術を活用し時代にあわせ
再構築しなければならない。 
 
２．研究の目的 
本研究は、受益者負担問題を道路利用者の

「負担」を道路に係わる「費用」に一致させ
る最適化問題と捉える枠組を構築し、同視点
から諸外国で導入されつつある対距離課金
をはじめとする道路利用料金（税）制度を比
較、評価するとともに、わが国における費用、
負担の実態を明らかにし、道路整備に係わる
新しい受益者負担の仕組み、具体的にはより
柔軟な料金制度である対距離課金を提案し、
その有効性をシミュレーション分析によっ
て確認しようとするものである。 
 
３．研究の方法 
平成 19年度 
(1)研究枠組みの構築 
① 受益・費用・負担に関する概念整理 
② 課金、整備財源調達の理論サーベイ  
(2)制度の比較分析 
①欧米の課金、財源調達制度のサーベイ 
平成 20年度 

(2)制度の比較分析(つづき) 
欧米の課金、財源調達制度の比較、評価 
平成 19 年度実施の①欧米の課金、財源調

達制度のサーベイ結果に基づき、欧米の課金、
財源調達制度が成り立つ当該実施国におけ
る特有の環境条件も明らかにした。さらに、
それら諸環境条件、要因と実施制度の関係を
分析した。 
平成 21年度 
(3)費用･負担の実証分析 
① 費用、負担の実態整理 
② 短期、長期道路費用関数の推定 

費用および負担データを用いて、被説明変
数として短期平均費用および短期限界費用、
説明変数として交通量（需要）、道路容量（供
給）およびその他の諸要因を用いた関数の推
計を試みる。 

さらに、短期平均費用関数の包絡線に基づ
き、長期的な平均費用関数の推計を実施した。 
③ 受益者負担による道路整備のシミュレー

ション分析 
「費用と負担の一致」の枠組みに基づくシミ
ュレーション分析を実施した。 
(4) まとめ 
（1）～(3)の研究内容に基づき、望ましい道
路計画、道路課金に関する提案の有効性を検
証した。 
 
４．研究成果 
(1)研究枠組みの構築 
① 受益・費用・負担に関する概念整理 

受益と負担・費用の一致の確認方法の整理、
短期的な最適水準、長期的な最適水準につい
て、必要な理論の整理を行った。受益・負担・
費用については様々な要素があり、一致させ
ることと社会的な最適化を実現することが
同義であるとは限らず、課金等の調整によっ
て次善最適化を求める場合がある。また、そ
の際生じる政策的な課題についても整理し
た。 
②課金、整備財源調達の理論サーベイ 

道路整備財源を既存の自動車関係諸税か
ら再構築するに当たっての理論的背景およ
びその具体的な施策の導出を図った。 
 その結果、短期社会的限界費用を課し続け
ることによって、交通需要をコントロールす
るとともに、必要な財源を確保し、需要に合
った最適な道路容量を実現できる道路計画
論を提案するに至った。なお、同計画論は需
要が少ない地域では、望ましい水準に道路容
量を縮減する仕組みにもなる。 
 
(2) 制度の比較分析 

道路利用に対する課金、道路整備の財源調
達に関する制度について、先進的な取り組み
を行っている欧米諸国の現状、最近の政策に
ついて整理するとともに、その比較対象とし
てのわが国における現状、最近の政策につい
ても整理を行った。 

特に、全国対距離課金を 2011 年から導入
する予定で制度設計をしているスウェーデ
ン、オランダについて追加分析をした。特に
オランダについてはＴＲＢ論文、オランダ政
府ウェブ公開資料を重点的に調べ整理した。 
 その結果、欧米では道路交通に伴う混雑、
環境問題を解決するために、外部費用を道路
課金額に反映させる対距離課金方式が着目
され、採用する国が増えていることを明らか
にした。 
 
(3)費用･負担の実証分析 
①費用、負担の実態整理 

費用に関しては、「費用構造の検討」で確

立した方法により推定を行った。なお、分析

では、都道府県別、比較対象国州別、道路種

別、道路事業主要工種別費用、および 取得

段階、保有段階、走行段階の課税額データを



 

 

活用した。 

②短期、長期道路費用関数の推定 

整理した費用および負担データを用いて、

被説明変数が短期平均費用および短期限界

費用である関数の推計を試みた。なお、説明

変数としては交通量（需要）、道路容量（供

給）およびその他の諸要因を用いた。さらに、

短期平均費用関数の包絡線に基づき、長期的

な平均費用関数を推計した。 

③受益者負担による道路整備のシミュレー

ション分析 

「費用と負担の一致」の枠組みに基づくシミ

ュレーション分析を実施した。その際、交通

量あたりの社会的限界費用が高い道路を走

行する自動車により高い対距離課金を課し、

平均費用以上の収入は新規投資に用いるこ

ととした。逆に、交通量が少なく社会的限界

費用が平均費用を下回る道路では、道路の更

新を一部断念し、容量の縮減を図った。提案

している計画論が実現可能で、長期的に道路

容量を最適水準に導けることが明らかにな

った。 

 

（4）まとめ 
以上の分析に基づき、社会的に望ましい対

距離課金を用いた道路計画について結論、お
よび今後の課題をまとめた。また、その成果
を論文として取りまとめた。 
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